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今年831年の歴史を誇る。
10月22日、23日の武雄温泉秋まつりの際に行われる神事である。
市街地から馬場へと向かう流鏑馬行列は華麗な鎌倉絵巻のようで、馬上から弓を射る姿は勇壮で圧巻である。

武雄の流鏑馬
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新
春
懇
親
会

新
春
懇
親
会

平
成
二
十
九
年

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日　

於
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多

29年　新春懇親会　協賛品一覧
№ 協　賛　品 数量 ご提供先

1 銘菓詰合せ 5個 江北町

2 サンポー焼豚ラーメン・丸幸ラーメン 12個 基山町

3 きんかん（500g） 10個 有田町

4 お菓子（鳥栖興し） 10個 鳥栖市

5 銘茶セット（蒸製玉緑茶・釜炒り茶セット） 5個 嬉野市

6 小城羊羹と羊羹に合うコーヒーのセット 10個 小城市

7

稲荷　ようかん（6本入） 5個

鹿島市のごみ人形（とり鈴） 5個

かしまるグッズセット 5個

8
いちご（さがほのか） 10箱

玄海町
有浦まんじゅう他お菓子セット 5個

9 ひしぼうろ（12個入）⑤・菱焼酎⑩ 15個 神埼市

10 山茶花の湯　ペアチケット 10個 吉野ヶ里町

11 豆菓子4袋セット 10個 武雄市

12 大町たろめん（乾麺4食入り） 10個 大町町

13

からつ茶ティーパック・からつ茶羊羹 3個

唐津市旨唐薬味ゆず・旨唐有明のり（びん） 3個

佐賀県産和牛カレー・くんち醤油 3個

14 伊万里牛みそ汁（5個入り） 10個 伊万里市

15
佐賀のりセット 5個

佐賀市
佐賀城下ひなまつりペア入場券 5セット

16 じゃはら（スカッシュ83本入り）10個 太良町

17

六田旭豆 30個

みやき町六田旭豆（沖縄黒糖蜜） 10個

六田旭豆（幣立の杜の竹炭） 10個

18 天衝米（テンツクマイ）10kg 1個 上峰町

19 レンコン（500g袋） 10個 白石町

特製　お菓子セット 20個 村岡総本舗

お菓子のセット 20個 一柳

千鳥饅頭 20個 千鳥屋本家

大原松露饅頭 20個 大原老舗

抽選会用景品 一覧
№ 協　賛　品 数量 ご提供先

1 博多座　ペアチケット 3セット 博多座様

2 ステンレス　マグ 1個 佐賀銀行様

3 ペア食事券 1セット KKRホテル博多様

4 天衝米（テンツクマイ）10kg 1個 上峰町様

5 血圧計 2個 CRC （江川 洋）様

　

江
川
新
会
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
、
新

春
懇
親
会
（
会
員
の
み
）
は
い
つ
も
の
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多
に
て
、
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数（
１
８
０
名
）

歌
手
の
渡
辺
や
よ
い
さ
ん
の
「
歌
」、
神

島
律
子
さ
ん
の
「
日
本
舞
踊
」、
そ
し
て

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
愛
好
会
に
よ
る

「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
と
新
春
に
ふ
さ
わ

し
い
余
興
と
、
抽
選
会
な
ど
が
会
場
の

話
題
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
佐
賀
県
内
の
各
市

町
か
ら
の
お
み
や
げ
も
付
い
て
い
ま
す
。

渡辺やよいさん

交流と親睦が広がる

ひょっとこ踊り神島律子さん

栄の国の輪

江川　洋 会長



　今
年
の
定
期
総
会
に
は
、
近

年
久
々
の
小
川
洋
福
岡
県
知
事

を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
に

ご
臨
席
賜
り
、
現
役
の
大
学
生

さ
ん
も
加
わ
り
参
加
者
１
６
０

名
と
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　来
賓
挨
拶
で
は
小
川
知
事
よ

り
福
岡
と
佐
賀
と
の
架
け
橋
と

し
て
、
両
地
域
の
発
展
に
今
後

と
も
ご
尽
力
と
ご
協
力
の
お
願

い
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
又
池
田

佐
賀
県
副
知
事
か
ら
は
佐
賀
の

近
況
を
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　総
会
の
部
で
は
、
年
間
活
動

報
告
・
決
算
予
算
等
、
一
連
の

議
事
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　懇
親
会
で
は
、
福
岡
大
学
で

活
動
中
の
「
和
太
鼓
同
好
会
・

鼓
舞
猿
」
の
力
強
い
太
鼓
の
響

き
に
ガ
ッ
ツ
と
パ
ワ
ー
を
貰

い
、
出
席
さ
れ
た
佐
賀
県
内
の

各
首
長
に
よ
る
各
市
町
の
近
況

報
告
や
大
学
生
紹
介
な
ど
、
会

場
内
は
、
佐
賀
弁
と
笑
い
の
交

流
と
懇
親
が
あ
ち
こ
ち
で
広

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　又
、
佐
賀
県
人
会
の
Ｈ
Ｐ
の

開
設
も
披
露
さ
れ
、
よ
り
多
く

の
人
々
へ
と
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　や
は
り
最
後
は
、「
栄
の
国
」に

よ
る
総
踊
り
で
締
め
ま
し
た
。

平成２9年6月8日（木）於：KKRホテル博多

福岡市佐賀県人会定期総会福岡市佐賀県人会定期総会
平成２9年度

永倉名誉会長の乾杯水田代表理事の議事報告新理事紹介

池田英雄　佐賀県副知事会 場

小川洋　福岡県知事

最後はやはり、「栄の国」の総踊りです。
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ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様 当日ご出席戴きましたご来賓の皆様をご紹介致します。（順不同）

福岡大学の学生さん 九州産業大学の学生さん

司会のお二人福岡大学の鼓舞猿

＊福岡県知事 小川　　洋 様

＊佐賀県副知事 池田　英雄 様

＊福岡市副市長 中園　政直 様

＊佐賀市経済部長 松尾　邦彦 様

＊伊万里市長 塚部　芳和 様

＊鳥栖市長 橋本　康志 様

＊基山町長 松田　一也 様

＊佐賀新聞社 社長 中尾清一郎 様

最後はやはり、「栄の国」の総踊りです。

田中　久也 様 福岡県議会議員
加地　邦雄 様（代） 福岡県議会議員
古川　　忠 様 福岡県議会議員
飯盛　利康 様 福岡市議会議員
富永　周行 様 福岡市議会議員
森　あや子 様 福岡市議会議員

◆ 参加相談役 ◆

こ　 ぶ  ざる
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感

想

文

福
岡
市
佐
賀
県
人
会
に
参
加
し
て

九
州
産
業
大
学 

経
済
学
部 

三
年　
　

中　

村　

一　

希

　　

今
回
、
福
岡
市
佐
賀
県
人
会
に
九
州
産
業
大
学

佐
賀
県
人
会
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
の
こ
の
会
に
は
参
加
で
き
ず
、

今
回
が
初
め
て
の
参
加
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
で
福
岡
県
知
事
の
小
川
様
を
は
じ

め
、
各
市
町
村
の
代
表
の
方
々
や
、
県
議
会
議
員

の
方
々
、
多
く
の
企
業
の
方
々
と
積
極
的
に
名
刺

交
換
や
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々

な
職
業
の
方
が
参
加
さ
れ
、
初
め
て
の
参
加
と
い

う
こ
と
も
あ
り
私
の
よ
う
な
学
生
が
参
加
し
て
場

違
い
な
の
で
は
な
い
か
と
会
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
参
加
者
の
方
々
と
話
を
し
て

い
く
う
ち
に
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
三
年
生
の
私
に
と
っ
て
は
、
就
職

を
控
え
て
い
る
身
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
貴
重

な
お
話
を
頂
け
て
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
齢
や
価
値
観

の
違
う
社
会
人
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
で
、
あ
い

さ
つ
や
言
葉
遣
い
、
名
刺
交
換
の
仕
方
と
い
っ
た

礼
儀
作
法
、
そ
し
て
何
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
就
職
活
動
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
話
を
伺
う
に
つ
れ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

ど
の
方
々
も
共
通
し
て
佐
賀
県
の
こ
と
が
好
き
で

誇
り
に
思
っ
て
お
り
、
佐
賀
県
の
良
さ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
会
は
福
岡
県
と
佐
賀
県
の
親
交
を
さ

ら
に
深
め
て
い
く
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
福
岡

と
佐
賀
の
方
々
が
手
を
取
り
合
っ
て
い
る
光
景
を

見
て
私
も
福
岡
と
佐
賀
に
貢
献
す
る
べ
く
、
ど
ち

ら
か
の
県
で
就
職
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
会
に
参
加
す
る
前
ま
で
は
、
こ

の
よ
う
な
会
の
私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
学
生
が
参
加

す
る
の
は
場
違
い
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
と
感
じ
、

む
し
ろ
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
会
の
存
在
を
多

く
の
学
生
に
少
し
で
も
伝
え
、
大
変
有
意
義
な
会
で

あ
る
こ
と
を
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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福岡市佐賀県人会　役員名簿
＜平成 29年４月１日現在＞

名誉会長・会長・副会長　
役職 氏名 勤務先等 出身

名 誉 会 長 金 子 宜 嗣 ㈱ SEED ホールディングス� 取締役名誉相談役 唐津市出身

名 誉 会 長 永　倉　遵五郎 インターナショナル・ニュー・フェローズ� 代表 佐賀市出身

会　　　長 江 川 　 洋 ㈱ CRC� 会長　兼代表取締役 唐津市出身

副　会　長 西 村 浩 司 ㈱にしけい� 相談役 佐賀市出身

副　会　長 今 泉 　 直 佐賀銀行� 福岡本部長 佐賀市出身

代表理事・理事・監事
役職 担当 氏名 勤務先等 出身

代表理事 全般 水 田 國 生 ミッズコーポレーション� 代表 鳥栖市出身
常任理事（事務局担当） 広報 清 村 克 行 ㈱ファーストライン� 部長 小城市出身

常任理事 組織 高 島 尚 人 梅林建設㈱　福岡支店� 営業次長 神埼市出身
常任理事 行事 林 谷 　 誠 メットライフ生命保険㈱大濠エイジェンシーオフィス� マネージャー 嬉野市出身

常任理事（事務局担当） 総務 鶴 　 博 行 福岡県住宅センター� 唐津市出身
理事 広報 小 島 幸 弘 ㈱安井建築設計事務所� 企画主幹 鳥栖市出身
理事 広報 長 井 雅 子 ㈱薬院地所� 代表取締役 鳥栖市出身
理事 広報 池 田 純 子 ㈱ SRC� 代表取締役 佐賀市出身
理事 広報 川 上 優 子 日本生命保険　福岡南営業部 佐賀市出身
理事 行事 無津呂　繁　憲 ㈱無津呂商店� 代表取締役 佐賀市出身
理事 行事 小笠原　正　行 ㈱小笠原� 代表取締役 鹿島市出身
理事 行事 園 田 一 弘 地域活動 鳥栖市出身
理事 行事 東　　　久美子 ㈱インターナショナルエアアカデミー� 常務取締役 佐賀市出身
理事 行事 徳 田 博 正 ㈱アーバンゲット� 代表取締役 伊万里市出身
理事 総務 鶴 田 敏 博 トヨタ・Ｌ＆Ｆ福岡㈱� 専務取締役 唐津市出身
理事 総務 永　瀬　慎太郎 税理士法人ノリタ福岡オフィス� 税理士 伊万里市出身
理事 組織 野 口 　 誠 Ｎ建設コンサルタント� 代表 みやき町出身
理事 組織 木 下 敏 之 福岡大学　経済学部� 教授 佐賀市出身
理事 組織 大 庭 隼 夫 地域活動 鳥栖市出身
理事 組織 於 保 貴 子 野中義美税理士事務所� 佐賀市出身

理事（新） 組織 小 林 美 希 キッシュ×キッシュ 武雄市出身
理事（新） 広報 澁 谷 栄 城 松尾建設（株）福岡支店� 理事　福岡支店長 佐賀市出身
理事（新） 広報 橋 本 早 苗 ㈲橋本板金工業 基山町出身
理事（新） 総務 山 﨑 節 治 ユーミック� 代表 小城市出身
理事（新） 総務 壇 　 一 也 鴻和法律事務所� 弁護士 佐賀市出身
理事（新） 総務 藤 瀬 菜 摘 野村証券㈱福岡支店� Ｆ・Ａ 江北町出身
理事（新） 出納 嘉 村 洋 介 ㈱三洋建設� 代表取締役 佐賀市出身

福岡市佐賀県人会のホームページ開設

本会や佐賀県内市町村の催し物やお知らせを掲載して
いきます。情報の共有化を目指します。スマホやタブ
レットで右のQRコードを読み込んで下さい。



■期日　　平成30年1月24日（水）18時から
■場所　　天神スカイホール（西日本新聞会館16F）
　　　　　福岡市中央区天神1-4-1-16F
■会費　　5,000円（女性3,500円）

◆お問合せ先　佐賀県人会事務局　TEL０９２－282－3721まで

平成30年　福岡市佐賀県人会　新春懇親会のご案内

皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加下さい！

福岡市佐賀県人会ゴルフ会 成績表

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

○第７４回大会　2017年11月21日　AM.10:13スタート
　　　　　　　　大博多カントリー倶楽部

○第７１回大会　2017年3月23日
　　　　　　　　筑紫丘ゴルフクラブ

優　　勝　　江口浩三郎
準 優 勝　　藤田　筆司

○第７２回大会　2017年6月2日
　　　　　　　　大博多カントリー倶楽部

優　　勝　　久保　泰文
準 優 勝　　牛嶋　輝治

○第７３回大会　2017年9月21日
　　　　　　　　北山カントリー倶楽部

優　　勝　　長井　雅子
準 優 勝　　永倉遵五郎

誰でも参加できます

武雄の流鏑馬
　寿永3年（1183）源頼朝が平家討伐の必勝祈願のため武雄神社に使者を送ったところ、武雄神

社から飛来した白鷺が源氏を守護し見事勝利することができたので、文治2年（1186）武雄神社

に教書を送り戦勝を深謝し、さらに勅使を送った。これを迎え武雄領主が、武雄神社で流鏑馬を奉

納したのが始まりといわれている。

　10月22日に武雄神社で荒踊りを奉納した後、長持ちを青竹で叩き「エイトウ、エイトウ」と囃

したてながら市街地を練り歩く宵のまつりと、10月23日に武雄神社での神事後、神社前の馬場で

流鏑馬奉射・競射を行う本祭が行われる。� 〈武雄市観光課　0954－23－9237〉

表紙の言葉
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本　　社／佐賀市天神１丁目4番3号	 0952-23-4144
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福岡製油工場（福岡市箱崎ふ頭）
佐賀製粉工場（佐賀市佐賀駅東）

ホームページ http://www.riken-nosan.com/
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明
治
維
新
１
５
０
年
に
合
わ
せ
た
「
肥
前
さ

が
幕
末
維
新
博
覧
会
」
に
向
け
て
の
佐
賀
県
や

県
内
全
20
市
町
な
ど
で
つ
く
る
推
進
協
議
会
が

20
日
、
県
庁
で
あ
っ
た
。
佐
賀
市
の
Ｊ
Ｒ
佐
賀

駅
か
ら
メ
イ
ン
エ
リ
ア
の
城
内
ま
で
の
間
に
設

置
さ
れ
る
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
選
定
さ
れ
た

「
佐
賀
の
偉
人
」
の
25
人
や
唐
津
市
と
鳥
栖
市

に
設
置
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
館
が
示
さ
れ
た
。

　

偉
人
は
県
教
育
委
員
会
が
発
行
す
る
高
校
生

用
の
郷
土
学
習
資
料
を
基
に
、
幕
末
維
新
期
を

中
心
に
明
治
時
代
ま
で
に
活
躍
し
た
県
出
身
者

を
選
ん
だ
。
大
隈
重
信
ら
七
賢
人
を
は
じ
め
、

近
代
医
学
の
祖
の
伊
東
玄
朴
や
建
築
家
の
辰
野

金
吾
ら
幅
広
い
分
野
の
人
が
い
て
、
出
身
地
も

計
10
市
町
と
な
っ
て
い
る
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
ア
ル
ミ
材
で
、
来
訪
者
が

並
ん
で
写
真
撮
影
し
や
す
い
よ
う
等
身
大
に
す

る
。
中
央
大
通
り
な
ど
約
１
・
５
キ
ロ
の
間
の

８
カ
所
に
計
25
体
設
置
し
、
事
業
費
は
８
千
万

円
。
来
年
３
月
の
開
幕
前
に
完
成
さ
せ
る
。

　

協
議
会
は
山
口
祥
義
知
事
や
各
市
町
長
ら
が

出
席
し
、
全
市
町
で
博
覧
会
関
連
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
取
り
組
む
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
唐
津
市
の
旧
唐
津
銀
行
と
鳥
栖
市

の
中
冨
記
念
く
す
り
博
物
館
に
サ
テ
ラ
イ
ト
館

を
設
置
す
る
ほ
か
、
唐
津
、
鳥
栖
、
小
城
、
嬉

野
の
４
市
で
開
幕
前
に
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
く
計
画
も
確
認
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め

に
も
幕
末
佐
賀
藩
の
反
射
炉
の
復
元
を
」（
谷
口

太
一
郎
嬉
野
市
長
）
な
ど
の
意
見
が
上
が
っ
た
。

博
覧
会
は
来
年
３
月
17
日
か
ら
翌
２
０
１
９
年

１
月
14
日
ま
で
開
か
れ
る
。

２
０
１
７
年
７
月
21
日

■
長
崎
警
備「
知
っ
て
い
る
」19
％

　
江
藤
新
平「
知
ら
な
い
」41
％

　

佐
賀
県
民
の
9
割
が
大
隈
重
信

を
「
知
っ
て
い
る
」
け
ど
、
4
割

は
江
藤
新
平
を
「
知
ら
な
い
」
︱
。

佐
賀
県
が
、
幕
末
・
維
新
期
の
佐

賀
の
偉
人
や
佐
賀
藩
の
偉
業
に
関

す
る
県
民
意
識
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
こ
ん
な
結
果
が
出
た
。

大
砲
や
蒸
気
船
の
開
発
、
製
造
、

理
化
学
研
究
な
ど
佐
賀
藩
の
偉
業

を
七
つ
問
う
質
問
で
は
、「
知
っ
て

い
る
」人
が
す
べ
て
半
数
を
下
回
っ

た
。
県
で
は
2
年
後
に
控
え
る「
明

治
維
新
１
５
０
年
」
に
向
け
て
情

報
発
信
や
啓
発
事
業
に
力
を
注
ぐ
。

　

調
査
は
8
月
中
旬
の
4
日
間
、

佐
賀
、
唐
津
、
鳥
栖
、
鹿
島
の
4

市
内
で
対
面
聞
き
取
り
で
実
施
し

た
。
幕
末
・
維
新
期
の
佐
賀
の
偉

人
12
人
と
佐
賀
藩
の
偉
業
7
項
目

に
つ
い
て
認
知
度
を
聞
い
た
ほ

か
、「
明
治
維
新
１
５
０
年
」
を

知
っ
て
い
る
か
な
ど
10
問
程
度
を

聞
き
取
っ
た
。
10
〜
80
代
の
男
女

４
５
６
人
の
う
ち
４
２
４
人
が
全

項
目
に
回
答
し
た
。

　

認
知
度
は
、
名
前
と
そ
の
業
績

を
把
握
し
て
い
た
ら
「
知
っ
て
い

る
」、
名
前
な
ど
断
片
的
に
し
か

知
ら
な
い
場
合
を
「
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
」、
全
く
知
ら
な
い
場
合

を
「
知
ら
な
い
」
と
し
た
。

　

偉
人
で
は
、大
隈
重
信
が
「
知
っ

て
い
る
」
90
・
5
％
と
抜
群
の
認

知
度
を
誇
り
、「
知
ら
な
い
」
は
わ

ず
か
6・3
％
だ
っ
た
。2
番
目
は
、

大
砲
や
蒸
気
船
の
開
発
、
製
造
な

ど
近
代
化
に
尽
く
し
た
佐
賀
藩
10

代
藩
主
の
鍋
島
直
正
で
「
知
っ
て

い
る
」
60 

・
９
％
で
「
知
ら
な
い
」

が
30
・
6
％
。
初
代
司
法
卿
と
し

て
近
代
司
法
制
度
の
整
備
に
貢
献

し
た
江
藤
新
平
は
「
知
っ
て
い
る
」

51
・
6
％
に
対
し
「
知
ら
な
い
」

が
41
・
2
％
と
、
同
じ
明
治
の
元

勲
の
大
隈
重
信
と
は
対
照
的
に
認

知
度
の
低
さ
が
目
立
つ
。

　

佐
賀
藩
の
偉
業
に
関
し
て
は
、

「
鉄
製
大
砲
の
製
造
」「
蒸
気
船
の

製
造
」「
パ
リ
万
博
へ
の
出
品
」「
理

化
学
研
究
」「
弘
道
館
」「
西
洋
医
学
」

「
長
崎
警
備
」
を
尋
ね
た
。
一
番
認

知
度
が
高
か
っ
た
の
は
「
大
砲
製

造
」
で
「
知
っ
て
い
る
」
が
46
・

6
％
、
次
い
で
「
蒸
気
船
」
32
・

8
％
で
、最
も
低
か
っ
た
の
は
「
長

崎
警
備
」
の
19
・
6
％
だ
っ
た
。

　

ま
た
２
０
１
８
年
が
「
明
治
維
新

１
５
０
年
」
に
あ
た
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
は
、16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

県
は
「
明
治
維
新
１
５
０
年
」

に
向
け
て
幕
末
・
維
新
期
の
偉
人

や
偉
業
の
顕
彰
を
進
め
る
考
え

で
、
9
月
県
議
会
に
も
関
連
予
算

案
を
提
案
し
て
い
る
。
県
文
化
課

は
「
佐
賀
の
歴
史
や
文
化
に
誇
り

を
感
じ
る
と
答
え
た
人
は
6
割
に

上
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
を
さ
ら

に
広
げ
る
た
め
に
も
今
回
の
結
果

を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
に
取
り
組

み
た
い
」
と
話
す
。

２
０
１
６
年
9
月
21
日

　
◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み 

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
（
主
に
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
サ
イ
ト
よ
り
）

「
佐
賀
の
偉
人
」25
人
選
定
　
佐
賀
市
中
心
部
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
へ

佐
賀
藩
の
偉
業
、低
い
認
知
度 

県
民
意
識
調
査

観光モニュメントを制作する偉人
偉人名 主な分野 主　な　功　績 出　身

鍋島　直正

政治

西洋文明の導入で佐賀藩を雄藩へと躍進させた名君

佐賀市

島　　義勇 札幌の礎を築いた「北海道開拓の父」
佐野　常民 日本赤十字社の生みの親
副島　種臣 「正義人道の人」として尊敬された外務卿
大木　喬任 教育制度の基礎を作った初代文部卿
江藤　新平 司法制度を確立した初代司法卿
大隈　重信 内閣総理大臣に２度就任。財政・外交面で活躍
鍋島　茂義 第28代佐賀藩自治領武雄領主。西洋軍備の導入を推進 武雄市
古賀　毅堂

教育
領主直正の教育係。直正に教育の重要性を提言「学改管見」
全国的に著名な儒学者。義祭同盟

佐賀市
枝吉　神陽 神埼市
伊東　玄朴

医学
近代医学の祖。牛痘を導入東京帝大医学部の基礎を創る。
日本にドイツ医学を導入。

神埼市
相良　知安 佐賀市
中林　梧竹 書道 明治時代屈指の書家 小城市
辰野　金吾

建築
日本の建築界を牽引（日本銀行本店、東京駅等を設計）

唐津市
曾禰　達蔵 日本の建築界を牽引（丸の内オフィスビル等を設計）
志田林三郎 工学 日本電気工学の祖 多久市
黒田　チカ 化学 日本初の女性理学士 佐賀市
森永太一郎

菓子
二大お菓子メーカーの祖（森永製菓） 伊万里市

江崎　利一 二大お菓子メーカーの祖（江崎グリコ） 佐賀市
石井　亮一

福祉
知的障がい者教育・福祉の父

佐賀市
石井　筆子 亮一の妻（知的障がい者教育・福祉に尽力）
田澤　義鋪

青年教育
青年団の父 鹿島市

下村　湖人 青年団講習所所長（青年教育に従事）、「次郎物語」著書 神埼市
中冨　三郎

実業
久光兄弟合名会社社長。サロンパスを開発し社業を発展 鳥栖市

市村　　清 リコー三愛グループの創始者 みやき町
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か
わ
い
い
行
列

東
妙
寺
７
４
０
年
祝
う

■
吉
野
ケ
里
町
の
東
妙
寺
（
早
田

法
玄
住
職
）
が
21
日
、
開
創
７
４
０

年
大
祭
を
開
い
た
。
子
ど
も
た
ち

20
人
が
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
つ

け
て
歩
く
稚
児
行
列
な
ど
で
、
10

年
に
一
度
の
節
目
を
祝
っ
た
。

　

東
妙
寺
は
弘
安
年
間
（
１
２
７
８

～
１
２
８
８
年
）、
後
宇
多
天
皇
と

亀
山
上
皇
が
元
寇
か
ら
日
本
を
守

る
祈
願
所
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。

　

稚
児
行
列
は
、
町
内
外
の
園
児

や
小
学
生
が
白
衣
と
袴
（
は
か
ま
）

に
男
児
は
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）、
女

児
は
王
冠
を
身
に
つ
け
た
。
初
代

住
職
の
唯
円
（
ゆ
い
え
ん
）
上
人

が
隠
居
し
た
石
塔
院
（
し
ゃ
く
と

う
い
ん
）（
同
町
）
か
ら
東
妙
寺
ま

で
約
１
キ
ロ
を
練
り
歩
い
た
。
保

護
者
や
地
元
住
民
ら
は
か
わ
い
ら

し
い
姿
に
目
を
細
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
て
い
た
。

　

大
祭
で
は
国
重
要
文
化
財
の
釈

迦
如
来
坐
像
な
ど
が
一
般
公
開
さ

れ
、
巨
大
茶
わ
ん
で
の
抹
茶
回
し

の
み
、
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場
の

お
砂
踏
み
も
あ
っ
た
。

　

稚
児
行
列
に
参
加
し
た
開
成
小

１
年
の
太
田
璃
依
さ
ん
（
６
）
は

「（
王
冠
が
）
重
か
っ
た
け
れ
ど
、
着

物
を
着
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と

照
れ
く
さ
そ
う
に
感
想
を
述
べ
た
。

◆
２
０
１
７
年
５
月
22
日

咲い
た
二
千
年ハス「
見
守
る
会
」整
備

千
栗
土
居
公
園

■
み
や
き
町
白
壁
の
千
栗
土
居
公

園
の
一
角
に
、
地
元
の
住
民
団
体
が

ハ
ス
園
を
整
備
し
た
。「
二
千
年
蓮

（
は
す
）」
で
知
ら
れ
る
聖
光
寺
（
多

久
市
）
か
ら
譲
り
受
け
た
大
賀
蓮

が
開
花
し
、
見
頃
を
迎
え
て
い
る
。

同
園
を
管
理
す
る
「
み
や
き
二
千
年

蓮
を
見
守
る
会
」
の
牛
島
重
憲
代

表
（
78
）
は
「
サ
ツ
キ
、
シ
ョ
ウ

ブ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
他
の
花
も
周
囲

に
植
え
、
一
年
中
花
が
咲
く
場
所
に

し
た
い
。
多
く
の
人
の
目
で
見
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

同
公
園
に
は
約
９
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
池
が
あ
り
、
食
用
の
ハ
ス
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。
夏
に
は
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
、
ハ
ス
の
名
所
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
。
よ
り
観
光
資
源

を
磨
き
上
げ
よ
う
と
、
５
年
ほ
ど

前
か
ら
聖
光
寺
か
ら
譲
り
受
け
た

二
千
年
蓮
の
定
植
を
試
み
て
き
た
。

　

し
か
し
、
２
～
３
年
間
は
う
ま

く
い
か
ず
、
町
産
業
課
や
町
観
光

協
会
な
ど
と
試
行
錯
誤
の
末
、
水

深
が
深
す
ぎ
る
こ
と
が
問
題
だ
と

分
か
り
、
公
園
南
東
側
の
一
角
を

整
備
し
植
え
る
こ
と
に
し
た
。

　

た
だ
、
該
当
箇
所
は
シ
ョ
ウ
ブ

園
だ
っ
た
が
管
理
が
行
き
届
か
ず

荒
れ
て
い
た
。「
整
備
す
る
に
あ

た
っ
て
池
の
中
を
さ
ら
う
と
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て

い
た
」と
牛
島
さ
ん
。
全
て
撤
去
し
、

定
植
に
適
し
た
環
境
を
整
え
た
。

　

大
賀
蓮
を
昨
年
５
月
に
植
え
る

と
、
順
調
に
生
育
し
、
１
年
後
の

現
在
は
、
３
０
０
～
４
０
０
本

の
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に
な
っ

た
。
今
年
は
舞
姫
蓮
（
ま
い
ひ
れ

ん
）
と
い
う
品
種
も
植
え
、
小
ぶ

り
な
が
ら
花
を
咲
か
せ
つ
つ
あ
る
。

牛
島
さ
ん
は
「
多
く
の
人
が
訪

れ
、
癒
や
さ
れ
る
町
の
名
所
に
な

れ
ば
」
と
ほ
ほ
笑
む
。
９
日
午
前

10
時
か
ら
現
地
で
鑑
賞
会
を
開
く
。

問
い
合
わ
せ
は
牛
島
さ
ん
、
電
話

０
９
０
（
８
２
９
８
）
６
５
３
７
。

◆
２
０
１
７
年
７
月
６
日

い
た
ず
ら
書
き
ア
ー
ト

鳥
栖
市
の
豊
増
さ
ん
世
界一

６
月
、米
で
大
会 

Ｖ
Ｒ
上
に
３
次
元
の
絵

■
学
生
が
描
く
「
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル

（
い
た
ず
ら
書
き
）
ア
ー
ト
」
の
世

界
大
会
で
、
九
州
産
業
大
学
造
形

短
期
大
学
部
２
年
の
豊
増
彩
華
（
あ

や
か
）
さ
ん
（
19
）
＝
鳥
栖
市
＝
が

優
勝
し
た
。
仮
想
現
実
（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
、
Ｖ
Ｒ
）
技
術
を

使
っ
た
３
次
元
作
品
で
芸
術
性
や

想
像
力
を
競
う
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
。

豊
増
さ
ん
は
「
他
国
の
人
た
ち
と
絵

を
通
じ
て
話
が
で
き
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
将
来
の
夢
を
考
え
た

い
」
と
喜
ん
で
い
る
。

　

世
界
大
会
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

清
涼
飲
料
メ
ー
カ
ー
・
レ
ッ
ド
ブ
ル

が
主
催
し
２
回
目
。
６
月
24
日
、
米

国
で
開
か
れ
、
世
界
43
カ
国
か
ら
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
学
生
45
人
が
出

場
し
た
。
豊
増
さ
ん
は
４
月
の
国
内

大
会
で
３
３
１
９
点
の
作
品
の
中

か
ら
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。

　

出
場
者
は
２
時
間
以
内
で
、
ゴ
ー

グ
ル
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を

身
に
付
け
、
両
手
に
持
っ
た
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
で
Ｖ
Ｒ
上
に
３
次
元

の
絵
を
描
い
た
。
豊
増
さ
ん
は
、

傘
を
差
す
少
女
と
虹
、
周
囲
を
飛

び
回
る
虫
な
ど
を
色
彩
豊
か
に
表

現
、
点
滅
し
て
き
ら
め
く
装
飾
も

施
し
て
動
き
の
あ
る
作
品
に
仕
上

げ
た
。
奥
行
き
が
あ
る
構
成
や
色

使
い
が
評
価
さ
れ
た
。

　
「
平
面
の
絵
と
勝
手
が
違
っ
て
い

て
難
し
か
っ
た
」
と
豊
増
さ
ん
。
大

会
を
通
じ
「
絵
に
対
す
る
自
分
の

意
識
が
変
わ
っ
た
」
と
語
る
。
レ
ッ

ド
ブ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
担
当
者
は

「
豊
増
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
応
援

し
た
い
」
と
話
す
。
作
品
は
、
レ
ッ

ド
ブ
ル
・
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
ア
ー
ト

の
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
２
０
１
７
年
７
月
10
日

鳥栖市

人口 男35,274人 女38,397人

世界大会で
優勝した３
次元作品と
豊増彩華さ
ん＝福岡市
の九州産業
大学造形短
期大学部

吉野ヶ里町

人口 男8,074人 女8,247人

東妙寺開創740年大祭で石塔院か
ら練り歩く稚児行列。子どもたち
約20人が参加した

みやき町

人口 男11,926人 女13,257人

二千年蓮が咲き誇るハス園を整備
した「みやき二千年蓮を見守る会」
の牛島重憲さんと妻の節子さん
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道
の
駅
太
良
７
位

「
九
州
じ
ゃ
ら
ん
」
ア
ン
ケ
ー
ト

■
旅
行
雑
誌「
九
州
じ
ゃ
ら
ん
」（
リ

ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
発
行
）

の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
「
九

州
・
山
口
の
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
７
」
で
、
太
良
（
藤
津
郡

太
良
町
＝
写
真
）
が
総
合
７
位
に

入
っ
た
。
カ
キ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の

新
鮮
な
産
物
や
有
明
海
を
望
む
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
高
評
価
を
獲
得
、

前
回
か
ら
順
位
を
一
つ
上
げ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
12
月
～
１

月
に
誌
面
で
実
施
し
、
九
州
・
山

口
８
県
の
道
の
駅
に
つ
い
て
「
満

足
度
」「
レ
ス
ト
ラ
ン
」「
テ
ー
ク

ア
ウ
ト
」「
お
土
産
」
の
４
部
門
で

集
計
し
た
。

　

太
良
は
地
元
産
ミ
カ
ン
の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
や
海
鮮
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、

金
星
佐
賀
豚
の
あ
ぶ
り
丼
な
ど
の

フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
。
池
田

幸
人
駅
長
は
「
家
族
連
れ
を
中
心

に
県
外
か
ら
も
来
場
が
あ
る
。
サ
ー

ビ
ス
を
高
め
て
来
年
は
さ
ら
に
上

の
順
位
を
目
指
し
た
い
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。
県
内
か
ら
は
大
和

（
佐
賀
市
）
が
15
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

１
位
は
２
年
連
続
で
う
き
は
（
福

岡
県
う
き
は
市
）
が
選
ば
れ
た
。

◆
２
０
１
７
年
６
月

小
惑
星
に
「
武
雄
」「
嬉
野
」

亡
き
天
文
学
者
が
発
見
、
命
名

■
地
球
か
ら
数
億
キ
ロ
離
れ
た
小

惑
星
の
名
は
「
武
雄
」「
嬉
野
」
︱
。

昨
年
６
月
に
亡
く
な
っ
た
元
国
立

天
文
台
勤
務
の
天
文
学
者
・
古
川

麒
一
郎
さ
ん
（
享
年
86
）
＝
東
京

都
＝
が
生
前
、
共
同
で
発
見
し
た

小
惑
星
に
つ
い
て
、
国
際
天
文
学

連
合
（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
に
申
請
し
て
い

た
佐
賀
に
関
連
す
る
命
名
案
が
正

式
に
認
め
ら
れ
た
。
古
川
さ
ん
の

義
母
が
武
雄
市
出
身
で
、
嬉
野
市

内
に
も
妻
・
鈴
子
さ
ん
（
81
）
の

別
宅
が
あ
っ
た
縁
で
名
付
け
た
。

鈴
子
さ
ん
は
「
夫
の
気
持
ち
が
入
っ

て
い
る
名
前
と
思
う
と
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
で
い
る
。

　

米
国
で
１
月
12
日
に
開
か
れ
た
国

際
天
文
学
連
合
（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
小
惑
星

委
員
会
で
名
前
が
認
定
さ
れ
た
93
件

の
う
ち
、古
川
さ
ん
の
命
名
は
７
件
。

そ
の
う
ち
４
件
に
、「
タ
ケ
オ
（
武

雄
）」「
ウ
レ
シ
ノ
（
嬉
野
）」「
イ
ズ

ミ
シ
キ
ブ
（
和
泉
式
部
）」「
シ
ゲ
ヨ

シ
（
茂
義
）」
と
い
う
名
前
が
つ
い

た
。
和
泉
式
部
は
嬉
野
市
塩
田
町
や

杵
島
郡
白
石
町
に
生
誕
伝
説
が
残
っ

て
お
り
、「
シ
ゲ
ヨ
シ
」
は
武
雄
領

主
の
鍋
島
茂
義
（
１
８
０
０
～
６
３

年
）
に
ち
な
ん
だ
。

　

火
星
と
木
星
の
間
に
あ
る
小
惑

星
帯
「
ア
ス
テ
ロ
イ
ド
ベ
ル
ト
」
に

あ
り
、
大
き
さ
は
直
径
数
キ
ロ
か
ら

十
数
キ
ロ
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ど
れ

も
観
察
す
る
に
は
口
径
１
メ
ー
ト
ル

級
の
望
遠
鏡
な
ど
特
別
な
設
備
が
必

要
。
鳥
取
市
佐
治
天
文
台
長
の
香
西

洋
樹
さ
ん
と
共
同
で
１
９
８
２
年
に

発
見
、
こ
れ
ま
で
は
番
号
で
呼
ば
れ

て
い
た
。
小
惑
星
は
天
体
の
中
で
唯

一
、
発
見
者
に
命
名
提
案
権
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

　

県
立
宇
宙
科
学
館
の
丹
野
佳
代
子

学
芸
員
に
よ
る
と
、
古
川
さ
ん
は
昔

か
ら
佐
賀
ゆ
か
り
の
名
前
を
付
け
る

希
望
を
周
囲
に
漏
ら
し
て
お
り
、
数

年
前
か
ら
話
が
進
み
始
め
た
。
名
前

は
自
身
の
希
望
の
ほ
か
、
古
川
さ
ん

か
ら
相
談
を
受
け
た
武
雄
市
の
提
案

も
反
映
し
た
と
い
う
。

　

古
川
さ
ん
は
大
阪
市
出
身
。
京

都
大
で
理
学
博
士
を
取
得
し
、
軌

道
計
算
を
専
門
と
し
た
。
文
部
省

国
立
天
文
台
の
文
部
教
官
、
日
本

暦
学
会
会
長
、
東
亜
天
文
学
会
副

会
長
な
ど
を
歴
任
。
県
関
連
の
小

惑
星
命
名
で
は
、
13
年
に
「
リ
サ

ン
ペ
イ
（
李
参
平
）」
と
い
う
名
前

が
認
定
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

鈴
子
さ
ん
は
「
夫
は
仕
事
に
疲

れ
た
ら
よ
く
『
嬉
野
に
行
こ
う
か
』

と
言
っ
て
、
年
に
数
回
は
嬉
野
に

滞
在
し
て
い
た
し
、
武
雄
に
は
私

の
親
戚
も
多
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
天

文
学
者
の
知
人
も
多
か
っ
た
か
ら
、

と
に
か
く
九
州
が
好
き
な
人
だ
っ

た
」
と
、
生
前
の
武
雄
や
嬉
野
と

の
縁
を
振
り
返
っ
た
。

◆
２
０
１
７
年
２
月
21
日

熱
中
若
人

２
０
１
７
ミス
・
ワイン
済
木
南
希
さ
ん

■
挑
戦
が
自
分
を
作
る　

人
生
に

無
駄
は
な
い

　

福
岡
市
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
を
訪
ね

る
と
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
立
つ
美
し

い
女
性
が
出
迎
え
た
。「
２
０
１
７　

ミ
ス
・
ワ
イ
ン
日
本
大
会
」
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
い
た
済
木
南
希
さ
ん
（
28
）

＝
多
久
市
出
身
＝
だ
。
モ
デ
ル
や
芸

能
人
な
ど
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
指
導

を
行
う
傍
ら
、
自
ら
も
ミ
ス
コ
ン
に

出
場
し
、
自
身
を
含
め
、
女
性
を
輝

か
せ
る
こ
と
に
情
熱
を
注
ぐ
。

　

ミ
ス
・
ワ
イ
ン
の
栄
冠
を
得
る
ま

で
の
道
は
、
決
し
て
平
た
ん
で
は
な

い
。
将
来
へ
の
苦
悩
、
ミ
ス
コ
ン
で

の
挫
折
、
そ
し
て
新
天
地
で
の
リ
ス

タ
ー
ト
。「
表
現
す
る
」
こ
と
を
模

索
し
、
挑
戦
し
続
け
た
軌
跡
の
先
に

た
ど
り
着
い
た
頂
点
だ
っ
た
。（
マ

キ
）�

◆
２
０
１
７
年
７
月
19
日

武雄市

人口 男22,927人 女25,554人

佐賀にちな
んだ小惑星
の名前を付
けた古川麒
一 郎 さ ん

（提供）

白石町

人口 男10,820人 女12,399人

田島健一（た
じまけんいち）

（66）無・現
（2）農業、白
石土地改良区
理事長（県武
雄土木事務所
長）日大卒、福
富下分

多久市

人口 男8,900人 女10,304人

コンテストで
のウォーキン
グは「歩く自
己ＰＲ」と言
い、美しい歩
きを披露する
済木さん

太良町

人口 男3,943人 女4,479人

「九州じゃらん」の読者アンケート
で、総合７位に入った道の駅太良
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白
石
町
長
選

田
島
氏
が
無
投
票
再
選

■
任
期
満
了
に
伴
う
杵
島
郡
白
石

町
長
選
・
町
議
選
が
24
日
、
告
示

さ
れ
た
。
町
長
選
に
は
無
所
属
の

現
職
田
島
健
一
氏
（
66
）
＝
１
期
、

福
富
下
分
＝
の
ほ
か
に
立
候
補
の

届
け
出
が
な
く
、
無
投
票
で
２
期

目
の
当
選
が
決
ま
っ
た
。
町
議
選

は
定
数
16
に
対
し
現
職
13
、
新
人

５
の
18
人
が
立
候
補
を
届
け
出
て
、

５
日
間
の
選
挙
戦
に
入
っ
た
。

　

町
長
選
で
再
選
し
た
田
島
氏
は

事
務
所
で
「
向
こ
う
４
年
間
も
が

む
し
ゃ
ら
に
前
進
し
、
白
石
を
、

元
気
で
町
民
に
笑
い
の
あ
る
豊
か

な
町
に
し
て
い
き
た
い
」
と
２
期

目
の
決
意
を
語
っ
た
。
無
投
票
で

の
再
選
に
は
「（
全
有
権
者
）
約

２
万
人
の
票
を
い
た
だ
い
た
。
責

任
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　

田
島
氏
は
武
雄
河
川
土
木
事
務

所
長
な
ど
を
歴
任
し
、
２
０
１
３

年
の
町
長
選
で
新
人
同
士
の
選
挙

戦
を
制
し
初
当
選
。

　

町
議
選
は
人
口
減
少
問
題
へ
の

対
処
や
、
１
次
産
業
を
基
盤
と
す

る
経
済
振
興
な
ど
で
論
戦
が
交
わ

さ
れ
る
。
期
日
前
投
票
は
25
～
28

日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
８
時

ま
で
、
町
役
場
で
行
う
。
投
開
票

は
29
日
。
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

は
２
万
３
３
０
人
（
男
９
４
４
５

人
、
女
１
万
８
８
５
人
）
＝
23
日

現
在
。

�

◆
２
０
１
７
年
１
月
25
日

佐
賀
市
上
下
水
道
局
、
温
暖
化
防
止

「
低
炭
素
杯
」
最
高
賞

汚
泥
た
い
肥
化
な
ど
評
価

■
低
炭
素
社
会
を
目
指
す
温
暖
化

防
止
活
動
を
表
彰
す
る
「
低
炭
素
杯

２
０
１
７
」
で
、
佐
賀
市
上
下
水
道

局
が
最
高
賞
の
環
境
大
臣
賞
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
。
下
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
の
汚
泥
を
た
い
肥
に
変
え
る

実
践
や
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

を
活
用
し
た
藻
類
培
養
計
画
な
ど
、

「
迷
惑
施
設
か
ら
歓
迎
施
設
へ
の
転

換
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
。

　

環
境
省
や
企
業
、
大
学
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
。

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
自
治
体
な

ど
９
５
１
団
体
の
応
募
が
あ
り
、

書
類
選
考
を
経
た
26
団
体
が
16
日

に
東
京
で
開
か
れ
た
最
終
選
考
会

に
臨
ん
だ
。

　

佐
賀
市
上
下
水
道
局
は
下
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
の
橋
本
翼
部

長
（
31
）、
溝
口
航
介
主
事
（
29
）、

百
崎
晋
平
技
師
（
29
）
が
登
壇
し

た
。
下
水
汚
泥
を
堆
肥
化
し
、
年

間
１
１
８
４
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
し
て
い
る
事
例
を
報
告
し
た
。

汚
泥
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
メ

タ
ン
を
利
用
し
て
１
日
９
４
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
一
般
家
庭

６
７
０
戸
分
）
を
発
電
し
て
い
る

「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
」
も
紹
介
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
汚
泥

処
理
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
で
藻
類
を

培
養
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
審
査

講
評
で
は
、
汚
泥
の
た
い
肥
化
や
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
な
ど
複
合
的
な
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

　

橋
本
部
長
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
と
し
て
の
佐
賀
市
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
」
と
語
り
、
百
崎

技
師
は
「
全
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
低
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献

し
た
い
」
と
受
賞
を
喜
ん
だ
。

�

◆
２
０
１
７
年
２
月
24
日

江
北
町
、「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」

１
日
か
ら
配
布

■
下
水
道
を
普
及
啓
発
す
る
ツ
ー

ル
「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
が
、

１
日
か
ら
江
北
町
で
配
布
さ
れ
る
。

同
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
へ
そ
が

え
る
ビ
ッ
キ
ー
」
が
描
か
れ
た
色

つ
き
マ
ン
ホ
ー
ル
の
写
真
を
あ
し

ら
い
、
下
水
道
事
業
へ
の
理
解
を

呼
び
掛
け
る
。

　

下
水
道
事
業
の
広
報
団
体
「
下

水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」（
東

京
）
が
、
全
国
の
地
方
自
治
体
と

制
作
し
て
い
る
。
今
回
は
第
５
弾

の
発
行
で
、
江
北
町
を
含
め
全
国

50
自
治
体
52
種
類
が
加
わ
り
、
計

２
２
２
種
類
と
な
っ
た
。
コ
レ
ク

タ
ー
に
人
気
で
、
県
内
で
は
佐
賀
、

神
埼
両
市
が
す
で
に
発
行
し
て
お

り
、
町
で
は
初
め
て
。

　

江
北
町
の
カ
ー
ド
は
色
つ
き
マ

ン
ホ
ー
ル
の
写
真
の
ほ
か
、
発
行

に
合
わ
せ
て
写
真
の
マ
ン
ホ
ー
ル

を
新
設
す
る
場
所
の
緯
度
と
経
度

を
表
示
。
裏
面
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
説
明
し
て
い
る
。

　

同
町
役
場
の
環
境
課
下
水
道
係

で
４
千
枚
を
配
布
す
る
。
配
布
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
で
、

休
日
も
庁
舎
東
側
入
り
口
で
受
け

付
け
る
。
ま
た
同
町
の
直
売
所
「
だ

い
ち
の
家
」
で
は
７
日
ま
で
、
町

の
カ
ー
ド
を
持
参
し
千
円
以
上
買

い
物
を
す
る
と
先
着
１
０
０
人
限

定
で
特
製
ラ
ス
ク
が
も
ら
え
る
。

　

町
は
、
現
在
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
る
不
明
水
対
策
も
含
め
「
下

水
道
事
業
の
理
解
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

写
真
の
色
つ
き
マ
ン
ホ
ー
ル
が
町

内
の
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か

は
「
緯
度
経
度
を
元
に
探
し
て
み

て
」。
問
い
合
わ
せ
は
同
係
、
電
話

０
９
５
２
（
８
６
）
５
６
２
４
へ
。

◆
２
０
１
７
年
８
月
１
日

九
電
、
玄
海
１
号
機
廃
炉
、
13
日
着
手

県
と
町
が
計
画
了
解

佐賀市

人口 男111,008人 女124,143人

「低炭素杯2017」で最高賞を受
賞した左から百崎技師、橋本部
長、溝口主事

江北町

人口 男4,446人 女5,061人

江北町のマン
ホールカード。
町のキャラク
ター「へそがえ
るビッキー」を
あしらった色つ
きマンホールを
デザインした

玄海町

人口 男2,938人 女2,707人

山元春義取締役（左）に廃止措置
計画の実施を了解する回答書を
渡す副島良彦副知事
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■
九
州
電
力
玄
海
原
発
１
号
機
（
東

松
浦
郡
玄
海
町
）
の
廃
炉
に
関
し
、

佐
賀
県
と
玄
海
町
は
12
日
、
九
電

に
対
し
て
安
全
協
定
に
基
づ
き
廃
止

措
置
計
画
の
実
施
を
了
解
し
た
。
九

電
は
２
０
４
３
年
度
の
完
了
を
目
指

し
、
費
用
は
約
３
６
５
億
円
を
見
込

む
。
13
日
に
解
体
の
準
備
作
業
に
着

手
す
る
。
玄
海
３
、４
号
機
の
再
稼
働

準
備
も
進
め
て
お
り
、
再
稼
働
と
廃

炉
の
並
行
作
業
は
全
国
で
初
め
て
。

　

佐
賀
県
の
副
島
良
彦
副
知
事
は

県
庁
で
九
電
の
山
元
春
義
取
締
役

に
、
廃
止
措
置
計
画
を
了
解
す
る

回
答
書
を
手
渡
し
た
。
初
の
廃
炉

作
業
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
連

絡
を
よ
り
徹
底
し
、
適
切
な
放
射

線
被
ば
く
管
理
、
労
働
災
害
防
止

な
ど
の
順
守
を
求
め
た
。

　

副
島
副
知
事
は
報
道
陣
に
、「
安

全
第
一
が
絶
対
条
件
。
県
が
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
連
絡
を
お
願
い
し
た
」

と
述
べ
た
。
再
稼
働
と
廃
炉
作
業

の
並
行
に
関
し
て
は
「
場
所
が
離

れ
て
お
り
、
作
業
エ
リ
ア
も
確
保

さ
れ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

山
元
取
締
役
は
「
当
社
と
し
て
初

め
て
の
廃
止
措
置
だ
が
、
し
っ
か
り

と
手
順
を
踏
み
、丁
寧
に
準
備
す
る
。

住
民
の
安
心
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
積

極
的
な
情
報
公
開
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
」
と
話
し
た
。

　

玄
海
町
も
九
電
に
（
１
）
安
全
を

徹
底
し
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
に

努
め
る
（
２
）
地
元
企
業
の
育
成
と

活
性
化
に
寄
与
す
る
（
３
）
解
体
作

業
に
入
る
前
に
改
め
て
関
係
機
関
へ

説
明
す
る
︱
の
３
点
を
求
め
た
。
岸

本
英
雄
町
長
は
「
１
号
機
が
な
く
な

る
こ
と
で
税
収
が
減
る
心
配
も
あ
る

が
、
廃
炉
作
業
で
雇
用
が
生
ま
れ
る

期
待
も
あ
る
。
作
業
が
安
全
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
も
注
視
し
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

　

玄
海
１
号
機
は
１
９
７
５
年

に
営
業
運
転
を
開
始
、
九
電
は

運
転
開
始
か
ら
40
年
と
な
っ
た

２
０
１
５
年
３
月
に
廃
炉
を
決
め

た
。
同
年
12
月
、
県
と
玄
海
町
に

安
全
協
定
に
基
づ
く
事
前
了
解
願

を
提
出
し
て
い
た
。

◆
２
０
１
７
年
７
月
13
日

エ
ミ
ュ
ー
の
製
品
化
探
る

基
山
町
で
地
域
興
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
の
大
型

鳥
・
エ
ミ
ュ
ー
を
生
か
し
た
地
域

興
し
に
取
り
組
む
基
山
町
が
29
日
、

町
民
会
館
で
「
エ
ミ
ュ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
き
や
ま
」
を
開
い
た
。

東
京
農
大
名
誉
教
授
の
横
濵
道
成

氏
が
「
産
業
鳥
・
エ
ミ
ュ
ー　

特

性
を
生
か
し
た
飼
育
法
」
と
題
し

基
調
講
演
。
来
場
者
約
４
５
０
人

が
、
観
光
資
源
化
や
製
品
化
な
ど

の
可
能
性
を
探
っ
た
。

■
会
場
で
美
肌
体
験
肉
料
理
提
供
も

　

同
大
は
北
海
道
の
網
走
で
エ

ミ
ュ
ー
を
飼
育
・
研
究
し
て
い
る
。

横
濵
氏
は
脂
肪
か
ら
精
製
さ
れ
る

エ
ミ
ュ
ー
オ
イ
ル
が
人
の
皮
脂
に

非
常
に
近
い
成
分
で
、
皮
膚
へ
の

浸
透
性
や
保
湿
性
が
高
い
こ
と
を

説
明
。「
オ
イ
ル
は
精
製
す
る
と

１
リ
ッ
ト
ル
４
万
５
千
円
で
取
引

さ
れ
る
。
オ
イ
ル
を
主
体
と
し
た

家
畜
と
し
て
飼
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
卵
に
は
鶏
卵

に
含
ま
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
要
因

物
質
が
少
な
く
、
菓
子
に
代
替
品

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

飼
育
業
者
が
、
耕
作
放
棄
地
の
雑
草
を

エ
ミ
ュ
ー
が
食
べ
、
現
在
は
キ
ク
イ
モ

を
栽
培
す
る
畑
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
た
。
特
別
ゲ
ス
ト
の

美
容
家
・
佐
伯
チ
ズ
さ
ん
が
エ
ミ
ュ
ー

オ
イ
ル
を
用
い
た
化
粧
品
を
近
く
商

品
化
す
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
た
。

　

会
場
に
は
体
験
ブ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
、
佐
伯
さ
ん
の
美
肌
塾
ほ
か
、

エ
ミ
ュ
ー
肉
を
使
っ
た
チ
ン
ジ
ャ

オ
ロ
ー
ス
や
カ
レ
ー
な
ど
の
料
理

を
提
供
。
卵
の
殻
に
装
飾
を
施
し

た
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
、
羽
根
を
用
い

た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
も
来
場
者

の
目
を
引
い
て
い
た
。

　

町
内
で
は
耕
作
放
棄
地
対
策
を

目
的
に
14
年
か
ら
エ
ミ
ュ
ー
を
中

山
間
地
域
な
ど
で
飼
育
し
て
お
り
、

現
在
で
は
約
２
５
０
羽
い
る
。
昨

年
は
待
望
の
初
産
卵
も
あ
り
、
町

は
本
年
度
中
に
食
肉
処
理
施
設
を

整
備
し
、
基
山
産
エ
ミ
ュ
ー
の
供

給
体
制
を
整
え
る
。

�

◆
２
０
１
７
年
７
月
31
日

吉
野
ケ
里
歴
史
公
園

来
園
１
０
０
０
万
人
達
成

■
開
園
16
年
目
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
好
調

　

吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
（
神
埼
市

郡
）
の
来
園
者
数
が
10
日
、
開
園

か
ら
16
年
目
で
累
計
１
千
万
人
に

達
し
た
。
一
時
は
年
間
40
万
人
台

ま
で
落
ち
込
ん
だ
来
園
者
は
ま
が

玉
作
り
な
ど
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に

力
を
入
れ
て
盛
り
返
し
、
近
年
は

年
間
70
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
つ
な
が
り
が
深
い
中
国
や
韓

国
、
タ
イ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
地
域

か
ら
の
来
場
も
増
え
て
い
る
。

　

歴
史
公
園
は
弥
生
時
代
最
大
規

模
の
環
濠
集
落
、
吉
野
ケ
里
遺
跡

を
保
存
、
活
用
す
る
た
め
整
備
し
、

２
０
０
１
年
４
月
に
開
園
し
た
。
初

年
度
は
68
万
人
が
来
場
し
た
が
、
そ

の
後
は
右
肩
下
が
り
で
04
年
度
は

41
万
５
千
人
ま
で
減
少
し
た
。
05
年

の
南
内
郭
、
08
年
の
北
墳
丘
墓
、
16

基山町

人口 男8,225人 女9,153人

パネルディスカッションでは、
エミューの活用策などを語り
合った＝基山町民会館

神埼市

人口 男15,002人 女16,391人

1000万人目の来場者となり
くす玉を割った稲田雅三さん

（左から３人目）と家族ら
基調講演した東京農業大
の横濵道成名誉教授

新春初詣・厄除け・縁結び・家内安全・商売繁盛

天台宗別格本山

つつじ寺 大 興 善 寺 恋人の聖地　No115

2017 年開創千三百年祭行事を行っています。www.daikouzenji.com
佐賀県三養基郡基山町大字園部３６２８　℡ 0942-92-2627
紅葉ライトアップ 11 月 18日（土）～ 26日（日）　・初詣元旦より 7日まで
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年
は
弥
生
時
代
の
森
林
を
再
現
し
た

北
口
エ
リ
ア
と
公
開
を
拡
張
し
た
。

　

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が
好
評
を
得

て
挽
回
、
15
年
度
に
過
去
最
多
の

73
万
人
を
記
録
、
16
年
度
も
68
万
人

が
訪
れ
た
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
来
場
者

も
15
年
度
の
６
千
人
か
ら
16
年
度
は

１
万
２
千
人
に
倍
増
し
て
い
る
。

　

１
千
万
人
目
の
来
場
者
と
な
っ

た
北
九
州
市
の
会
社
員
稲
田
雅
三
さ

ん
（
45
）
は
妻
真
依
美
さ
ん
（
34
）、

長
女
依
織
さ
ん
（
10
）、
長
男
雅
宗

君
（
７
）
の
家
族
４
人
で
訪
れ
、
認

定
証
や
地
元
特
産
品
な
ど
の
記
念
品

を
笑
顔
で
受
け
取
っ
た
。
稲
田
さ
ん

は
「
家
族
み
ん
な
が
好
き
な
公
園
。

こ
ん
な
事
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
う

れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

公
園
を
管
轄
す
る
国
営
海
の
中

道
海
浜
公
園
事
務
所
の
辻
野
恒
一

所
長
は
「
今
後
も
多
く
の
客
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
公
園
の
発
展
に
努

力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

◆
２
０
１
７
年
６
月
11
日

唐
津
市
長
に
当
選
の
峰
氏

「
再
稼
働
、
安
全
安
心
求
め
る
」

■
30
キ
ロ
圏
市
町
で
連
携
も

　

新
人
４
人
に
よ
る
唐
津
市
長
選
を

制
し
た
元
県
議
の
峰
達
郎
氏（
56
）が
、

当
選
か
ら
一
夜
明
け
た
30
日
、
唐
津

市
町
田
の
選
挙
事
務
所
で
会
見
を
開

い
た
。玄
海
原
発（
東
松
浦
郡
玄
海
町
）

３
、４
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
峰

氏
は
住
民
の
安
全
安
心
を
担
保
し
た

上
で
の
「
条
件
付
き
賛
成
」
と
改
め

て
容
認
姿
勢
を
示
し
た
上
で
、
原
発

か
ら
同
じ
半
径
30
キ
ロ
圏
の
伊
万
里

市
な
ど
と
の
連
携
を
模
索
す
る
考
え

を
示
し
、「
九
電
や
県
に
安
全
安
心
を

強
く
求
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

峰
氏
は
、
福
島
第
１
原
発
事
故

後
、
国
が
防
災
対
策
重
点
地
域
を

従
来
の
半
径
８
～
10
キ
ロ
圏
内
か

ら
30
キ
ロ
に
拡
大
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
対
象
自
治
体
の
〝
権
利
〟

自
体
は
変
わ
ら
な
い
と
指
摘
し
、

「
立
地
町
や
立
地
県
と
同
じ
立
場
に

な
い
の
は
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
」
と
不
満
を
示
し
た
。

　

再
稼
働
反
対
を
表
明
し
て
い
る
伊

万
里
市
の
塚
部
芳
和
市
長
に
つ
い
て

は
、
原
発
政
策
に
対
す
る
考
え
の
違

い
を
認
め
た
上
で
、「
気
持
ち
は
痛

い
ほ
ど
分
か
る
」
と
し
た
。
糸
島
市

や
壱
岐
市
な
ど
他
の
30
キ
ロ
圏
の
自

治
体
も
含
め
た
連
携
を
視
野
に
「
市

民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
国
に
対
し

て
し
っ
か
り
物
を
申
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

選
挙
戦
で
九
電
と
の
安
全
協
定

の
検
証
に
言
及
し
て
い
た
こ
と
に

関
連
し
、
県
や
玄
海
町
と
同
様
、

九
電
に
事
前
了
解
を
求
め
る
か
ど

う
か
は
「
今
後
の
検
討
課
題
」
と

述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

　

会
見
に
先
立
ち
、
峰
氏
は
当
選

祝
い
で
事
務
所
を
訪
れ
た
塚
部
市

長
と
顔
を
合
わ
せ
た
。
塚
部
市
長

は
「
玄
海
原
発
か
ら
お
互
い
30
キ

ロ
圏
内
。
立
場
は
い
ろ
い
ろ
違
う

と
思
う
が
、
連
携
す
る
と
こ
ろ
は

連
携
し
て
い
き
た
い
の
で
、
何
か

と
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

声
を
掛
け
た
。

◆
２
０
１
７
年
１
月
31
日

武
広
上
峰
町
長
、
３
期
目
初
登
庁

「
初
心
に
帰
る
」

■
任
期
満
了
に
伴
う
上
峰
町
長

選
で
、
３
選
し
た
武
広
勇
平
町
長

（
37
）
が
22
日
、
初
登
庁
し
た
。
職

員
に
「
初
心
に
帰
り
、
人
を
大
切
に

す
る
対
話
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

の
で
、
ぜ
ひ
協
力
と
指
導
を
賜
り
た

い
。
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
、
住
民

の
多
様
な
価
値
観
を
受
け
止
め
ら
れ

る
役
場
に
し
よ
う
」
と
訓
示
し
た
。

　

武
広
町
長
は
午
前
９
時
、
役
場
玄

関
前
で
職
員
と
支
援
者
約
１
０
０
人

に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
花
束
を
受
け

取
っ
た
。「
ま
た
４
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
各
職
員
に
あ
い
さ

つ
し
な
が
ら
、
庁
舎
３
階
の
就
任
式

会
場
ま
で
軽
快
に
階
段
を
上
っ
た
。

　

武
広
町
長
は
「
２
期
目
ま
で
の

８
年
間
は
小
さ
く
縮
こ
ま
っ
て
い

る
時
期
が
あ
っ
た
。
広
い
視
野
を

持
ち
、
な
お
か
つ
一
人
一
人
に
寄

り
添
う
町
政
を
心
が
け
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。
公
約
に
掲
げ
た

中
心
市
街
地
再
開
発
や
給
食
費
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
６
月
定
例
議

会
ま
で
に
議
会
と
の
話
し
合
い
の

場
を
設
け
る
考
え
を
示
し
た
。

◆
２
０
１
７
年
３
月
23
日

全
国
首
長
、
鹿
島
で
サ
ミ
ッ
ト

農
業
で
の
地
方
創
生
探
る

■
地
方
創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
創

（
い
）
き
生
き
ま
ち
お
こ
し
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
７
鹿
島
市
大
会
」
が
６

日
、
鹿
島
市
で
開
か
れ
た
。
樋
口

久
俊
市
長
や
県
外
の
町
村
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

地
域
活
性
化
策
を
論
議
し
た
。

　

大
会
は
、
全
国
各
地
の
市
町
村

長
が
集
ま
り
、
農
業
分
野
の
地
方

創
生
に
関
す
る
行
政
の
情
報
収
集

や
意
見
交
換
を
し
、
地
域
振
興

に
生
か
す
目
的
で
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
今
回
は
市
内
外
か
ら
約

１
０
０
人
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
樋
口
市
長
や

新
潟
、
高
知
、
長
野
、
岐
阜
県
の
１

町
４
村
の
首
長
ら
が
登
壇
し
た
。
樋

口
市
長
は
祐
徳
稲
荷
神
社
や
酒
蔵

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
鹿
島
の
魅
力
を
伝

え
た
。
自
然
の
豊
か
さ
や
も
の
づ
く

り
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
、
特
産
物
な

ど
を
例
示
し
「
鹿
島
は
七
つ
の
顔
を

持
ち
、
八
つ
の
色
を
持
つ
。
こ
れ
を

売
り
に
し
て
い
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

ほ
か
の
町
村
長
も
「
農
業
と
観

光
を
武
器
に
お
も
て
な
し
の
方
法

を
考
え
て
き
た
」「
地
域
活
性
化
の

た
め
に
は
後
継
者
の
育
成
が
絶
対

唐津市

人口 男56,412人 女64,047人

当選から一夜明け、会見で玄海原
発の対応などを語る峰達郎新市長

上峰町

人口 男4,422人 女4,948人

３期目の任期初日となった２２
日、職員や支援者から拍手で迎え
られる武広勇平上峰町長（手前）

鹿島市

人口 男13,580人 女15,465人

シンポジウムで鹿島市の地方創生
への取り組みを語る樋口久俊市長

（左から２人目）

１年間の海外留学
高校を３年間で卒業

１年間の留学で多様な価値
観を学び、英語力と人間力を
鍛えて３年で高校を卒業

夢実現の進路指導
海外大学進学も…

立命館大学・ＡＰＵをはじめ
としたＳＧＵと海外大学へ

の進学をサポート

大学からでは遅いと思う

私は…東明館ＧlobalＳtudyコース

高校に
新コース
誕生！

国際人養成の
教育課程

ＡＰＵ外国人講師３名＋
本校外国人教師２名

英語力とコミュニケーション力
の育成を図る授業及び
異文化・他文化を学ぶ

プログラム

東明館中学校・⾼等学校 〒841-0204 佐賀県基⼭町宮浦683 tel.0942-92-5775 fax.0942-92-5769

新しい学びへの挑戦！新しい学びへの挑戦！ 入試説明会 11/11㊏㊏ 本本校校会会場場 10：：00～～12：：00

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •

２０１８年
春

ＳＴＡＲＴ
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に
必
要
。
そ
の
た
め
に
村
で
塾
を

開
い
て
い
る
」
と
独
自
の
ま
ち
づ

く
り
を
語
り
合
っ
た
。

◆
２
０
１
７
年
７
月
７
日

４
選
の
江
里
口
・
小
城
市
長
に
聞
く

定
住
支
援
策
、
早
期
に

市
内
全
小
中
校
　
冷
暖
房
設
置
へ

財
源
確
保

■
小
城
市
長
選
で
４
選
を
決
め
た
現

職
の
江
里
口
秀
次
氏
（
64
）
＝
小
城

町
＝
は
27
日
、
佐
賀
新
聞
社
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。「
相
手
候
補

が
獲
得
し
た
４
６
４
２
票
の
重
み
を

真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止
め
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
て
市
政
に
取
り
組

む
姿
勢
を
見
せ
た
。
市
内
に
来
春
開

設
予
定
の
西
九
州
大
新
学
部
の
学
生

や
職
員
の
定
住
支
援
策
を
早
期
に
打

ち
出
し
、
市
内
全
小
中
学
校
へ
の
冷

暖
房
設
置
へ
財
源
確
保
を
目
指
す
方

針
を
示
し
た
。

＝
選
挙
結
果
の
受
け
止
め
を
。

　

今
回
は
投
票
率
が
上
が
り
１
万

票
台
に
乗
せ
た
。
３
期
ま
で
の
実

績
を
評
価
し
て
も
ら
っ
た
上
に
、

選
挙
を
通
じ
て
市
民
と
よ
り
多
く

の
縁
が
で
き
、
活
力
を
も
ら
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
逆
に
相
手
の
得

票
約
４
６
０
０
票
は
基
本
的
に
浮

動
票
だ
と
思
う
が
、「
意
見
」
と
し

て
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

＝
両
候
補
と
も
投
票
率
50
％
以
上

を
目
指
し
選
挙
戦
を
展
開
し
た
が

及
ば
な
か
っ
た
。

　

個
人
演
説
会
な
ど
選
挙
戦
を
通

じ
、
投
票
へ
の
呼
び
掛
け
を
し
た

が
、
結
果
を
見
る
限
り
努
力
不
足

だ
っ
た
。
た
だ
、
関
係
者
の
懸
命

の
協
力
で
12
％
底
上
げ
で
き
た
。

分
析
は
出
て
い
な
い
が
、
10
代
有

権
者
の
投
票
率
も
気
に
か
か
る
。

＝
４
期
目
に
当
た
り
す
ぐ
取
り
組

む
べ
き
政
策
は
。

　

三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
来
年
春

に
開
学
す
る
西
九
州
大
新
学
部
設

置
の
学
生
と
職
員
の
定
住
数
の
確

保
。
新
年
度
中
に
（
文
科
省
の
設
置

認
可
が
下
り
れ
ば
）
学
生
募
集
が
始

ま
る
た
め
、
早
め
の
定
住
支
援
策
を

打
ち
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
二
つ

目
は
、
運
動
公
園
元
計
画
地
の
利

活
用
策
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
の
発
足
。
イ
メ
ー

ジ
的
に
は
「
自
然
」「
定
住
」「
福
祉
」

で
の
利
活
用
を
描
い
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ

は
最
初
は
職
員
で
構
成
し
、
た
た
き

台
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
外
部
の
意

見
を
拝
聴
し
た
い
。
三
つ
目
は
市
内

全
小
中
学
校
へ
の
冷
暖
房
設
備
の

導
入
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
の
一

つ
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
た

だ
、
不
安
定
な
要
素
も
あ
り
、
ま
ず

は
導
入
に
当
た
り
費
用
と
設
置
期

間
を
早
急
に
精
査
し
、
財
源
を
確
保

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

＝
牛
津
地
区
の
活
性
化
事
業
を
重

点
に
挙
げ
て
い
た
。

　

牛
津
拠
点
地
区
市
街
地
活
性
化

事
業
は
基
本
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
。

新
年
度
か
ら
は
複
数
あ
る
事
業
を

ど
れ
か
ら
優
先
さ
せ
る
か
で
国
の

補
助
金
を
申
請
し
た
い
。
牛
津
駅

南
側
の
入
り
口
設
置
が
基
本
的
な

課
題
と
な
る
。

＝
多
久
市
と
の
自
治
体
病
院
統
合

化
と
新
病
院
構
想
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

　

小
城
、
多
久
両
市
長
が
参
加
す

る
研
究
会
で
地
域
医
療
の
在
り
方

の
指
針
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告

を
重
く
見
て
い
る
。
具
体
的
な
動

き
は
、
９
月
の
多
久
市
長
選
後
か

ら
腰
を
据
え
て
取
り
組
ま
な
い
と

い
け
な
い
。
か
と
い
っ
て
仮
に
新

病
院
設
置
と
な
る
と
、
国
か
ら
の

補
助
申
請
期
限
も
迫
っ
て
い
る
。

基
本
的
に
小
城
市
民
病
院
を
ど
う

残
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
る
。

◆
２
０
１
７
年
３
月
28
日

大
町
の
特
産
品
開
発
に
貢
献

杵
島
商
高
生
が
優
秀
企
画

開
発
協
が
表
彰

■
大
町
町
新
特
産
品
開
発
協
議
会

（
藤
瀬
健
一
郎
※
会
長
）
は
３
日
、

町
の
特
産
を
生
か
し
た
商
品
開
発

に
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
た

杵
島
商
高
生
を
表
彰
し
た
。
炭
鉱

を
思
い
起
こ
す
炭
大
福
や
た
ろ
め

ん
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
提
案
を
受
け
、

商
品
化
を
試
み
る
。

　

若
い
感
覚
を
商
品
に
生
か
そ
う
と

同
校
に
（
１
）
福
母
神
社
の
グ
ッ
ズ

（
２
）町
の
み
や
げ
品（
３
）町
産
キ
ュ

ウ
リ
の
加
工
品
︱
の
ア
イ
デ
ア
を
依

頼
。
49
件
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
は
「
皮
に
炭
を
練
り

込
ん
だ
大
福
」。
学
校
の
ネ
ッ
ト
通

販
サ
イ
ト
「
き
し
ま
学
美
舎
（
ま

な
び
や
）」
で
商
品
開
発
を
担
当
す

る
４
人
（
荒
木
晶
子
（
し
ょ
う
こ
）、

大
島
秀
征
（
ひ
で
ゆ
き
）、
副
島
沙

雅
（
さ
や
）、
福
地
円
華
（
ま
ど
か
）

さ
ん
）
が
「
炭
鉱
で
有
名
だ
っ
た

町
を
思
わ
せ
る
商
品
」
と
し
て
考

案
し
た
。「
炭
を
使
っ
た
食
品
に
は

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
あ
る
が
、
ス
イ
ー

ツ
系
は
な
い
。
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
有

名
に
な
っ
て
」
と
商
品
紹
介
し
た
。

　

優
秀
賞
は
か
つ
て
炭
鉱
マ
ン
に

愛
さ
れ
、
２
０
１
０
年
に
復
活
し
た

「
た
ろ
め
ん
」
の
味
を
生
か
し
た
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
や
、
キ
ュ
ウ
リ
の
成

分
を
配
合
し
た
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
ど
４
作
品
。
最
優
秀
を
含
め
、

い
ず
れ
も
３
年
生
の
作
品
だ
っ
た
。

　

藤
瀬
会
長
は
「
た
ろ
め
ん
は
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
な
ど
を
考
え
て
い
た
。
た
く
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
商
品
化
を

考
え
た
い
」と
話
し
た
。（
※
は
旧
字
体
）

◆
２
０
１
７
年
２
月
６
日

武
雄
・
嬉
野
市
長
、
フ
ル
規
格
化
を

県
に
要
望

新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

嬉野市

人口 男12,408人 女14,340人

新幹線長崎ルートの全線フル規
格化に関する要望書を副島良彦
副知事に手渡す武雄市の小松政
市長（中央）と嬉野市の谷口太
一郎市長（左）＝佐賀県庁

大町町

人口 男3,004人 女3,551人

大町町の商品開発にアイデアを出し、
最優秀になった（前列左から）副島さ
ん、荒木さん、大島さんと、優秀賞の（後
列左から）手塚諒祐さん、岸川千笑さん、
冨永菜月さん

小城市

人口 男20,678人 女23,156人

「相手候補の
約4600票 を
真摯に受け止
める」と語る
江里口秀次市
長

グラバー邸

美女（心）揃いのお店です。お待ちしています。

田 川　き よ み

〒810-0801福岡市博多区中洲2丁目6-7
ジョイフルヤマモトビル４F
TEL 092-272-0864 〈フリーダイヤル〉〈フリーダイヤル〉0120−22−08310120−22−0831
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相談役
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■
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
に
導

入
す
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

（
軌
間
可
変
電
車
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）
の

開
発
遅
れ
を
受
け
、
武
雄
市
の
小

松
政
市
長
と
嬉
野
市
の
谷
口
太
一

郎
市
長
は
21
日
、
佐
賀
県
の
副
島

良
彦
副
知
事
を
訪
れ
、
全
線
フ
ル

規
格
化
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡

し
た
。
２
０
０
８
年
の
着
工
以
降
、

県
内
市
町
か
ら
の
フ
ル
規
格
化
に

関
す
る
要
望
は
初
め
て
。

　

長
崎
ル
ー
ト
（
博
多
︱
長
崎
）

は
Ｆ
Ｇ
Ｔ
に
よ
り
中
間
の
新
鳥
栖

︱
武
雄
温
泉
間
で
在
来
線
を
利
用

す
る
計
画
。
要
望
書
は
両
市
長
と

両
市
議
会
議
長
の
連
名
で
山
口
祥

義
知
事
宛
て
。
建
設
費
の
負
担
が

地
元
自
治
体
３
分
の
１
と
な
っ
て

い
る
財
政
負
担
ス
キ
ー
ム
を
見
直

し
、
全
線
フ
ル
規
格
に
よ
る
整
備

を
国
に
働
き
掛
け
る
よ
う
求
め
た
。

　

小
松
市
長
は
「
新
幹
線
の
安
全

性
、
高
速
性
、
定
時
性
、
関
西
方

面
へ
の
確
実
な
乗
り
入
れ
を
確
保

す
る
に
は
、
現
段
階
で
は
フ
ル
規

格
に
よ
る
整
備
が
必
要
」
と
訴
え
、

谷
口
市
長
も
「
フ
ル
規
格
化
に
よ

る
効
果
を
再
度
検
証
し
て
国
民
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
議
論

に
し
て
ほ
し
い
」
と
注
文
し
た
。

　

副
島
副
知
事
は
地
元
負
担
の
ス

キ
ー
ム
変
更
に
つ
い
て
「
法
律
で

決
ま
っ
て
お
り
、
法
を
変
え
る
ま

で
の
見
通
し
が
立
た
な
い
」
と
指

摘
し
、
フ
ル
規
格
化
に
よ
る
県
の

実
質
負
担
が
約
８
０
０
億
円
に
な

る
こ
と
を
挙
げ
て
「
議
論
す
る
環

境
に
な
い
」
と
の
見
解
を
繰
り
返

し
た
。

　

申
し
入
れ
後
、
記
者
団
に
対
応

し
た
谷
口
市
長
は
「
財
政
負
担
は

時
代
に
応
じ
て
見
直
し
て
も
ら
い

た
い
。
Ｆ
Ｇ
Ｔ
開
発
に
問
題
が
出

て
き
た
の
で
、
国
全
体
の
ス
キ
ー

ム
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
主

張
、
小
松
市
長
も
「
関
西
、
東
京

へ
の
乗
り
入
れ
が
あ
れ
ば
、
県
西

部
だ
け
で
な
く
東
部
の
活
性
化
に

も
資
す
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

も
東
部
の
自
治
体
と
共
有
し
た
い
」

と
述
べ
た
。◆

２
０
１
７
年
７
月
22
日

キン
タロ
ー
。さ
ん

「
観
光
大
使
を
フ
ラ
イ
ン
グ
ゲ
ッ
ト
」︱
。

■
伊
万
里
市
観
光
大
使
に
就
任
し

た
人
気
女
性
芸
人
「
キ
ン
タ
ロ
ー
。」

さ
ん
（
35
）
の
就
任
式
が
４
日
、

伊
万
里
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
で

あ
っ
た
。
お
な
じ
み
の
Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
衣
装
で
現
れ
た
キ
ン
タ
ロ
ー
さ

ん
は
「
私
の
顔
の
よ
う
に
、
伊
万

里
を
大
き
く
広
め
た
い
」
と
語
り
、

集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
の
市
民
を

笑
わ
せ
た
。

　

塚
部
芳
和
市
長
が
「
い
ま
一
番

の
売
れ
っ
子
芸
人
で
、
発
信
力
は

す
ご
い
。
伊
万
里
を
全
国
、
世
界

に
発
信
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
、
伊
万
里
焼
陶
板
を
あ
し
ら
っ

た
委
嘱
状
を
手
渡
し
た
。
キ
ン
タ

ロ
ー
さ
ん
は
持
ち
ネ
タ
の
フ
ラ
イ

ン
グ
ゲ
ッ
ト
の
ポ
ー
ズ
で
お
ど
け

た
。

　

塚
部
市
長
と
漫
才
の
よ
う
な

ト
ー
ク
を
展
開
し
、
伊
万
里
の
魅

力
に
つ
い
て
、
光
浦
靖
子
さ
ん
の

も
の
ま
ね
で
「
伊
万
里
牛
が
す
ご

く
お
い
し
い
」。
市
内
で
ダ
ン
ス
を

習
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に「
フ
ラ
イ
ン
グ
ゲ
ッ
ト
」を
踊
り
、

詰
め
か
け
た
市
民
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

キ
ン
タ
ロ
ー
さ
ん
は
愛
知
県
出

身
で
、
２
０
１
５
年
に
伊
万
里
市

波
多
津
町
出
身
の
男
性
と
結
婚
。

昨
年
11
月
、
東
京
で
の
結
婚
披
露

宴
に
招
待
さ
れ
た
塚
部
市
長
が
ス

ピ
ー
チ
で
観
光
大
使
就
任
を
直
談

判
し
、
そ
の
場
で
事
務
所
側
か
ら

快
諾
を
も
ら
っ
て
い
た
。
市
観
光

大
使
は
、
演
歌
歌
手
の
池
田
輝
郎

さ
ん
や
俳
優
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
白
竜
さ
ん
ら
に
続
き
５
人
目
。

◆
２
０
１
７
年
２
月
５
日

有
田
陶
片
物
語

唐
船
城
、
来
年
８
０
０
年

■
有
田
焼
が
創
業
し
た
お
よ
そ

４
０
０
年
ほ
ど
前
と
い
え
ば
、
龍

造
寺
家
に
代
わ
っ
て
名
実
と
も
に

鍋
島
家
に
よ
る
領
国
支
配
が
確

立
し
た
頃
で
あ
る
。
有
田
の
地

は
、
家
臣
の
知
行
地
の
30
％
を
藩

に
返
上
さ
せ
た
１
６
１
１
年
と

１
６
２
１
年
の
「
三
部
上
地
」
に

よ
っ
て
、
武
雄
の
後
藤
家
領
か
ら

佐
賀
本
藩
の
直
轄
領
と
な
り
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
代
官
が
派
遣
さ

れ
て
、
領
国
経
営
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
町
内
で
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
か
つ

て
は
有
田
に
築
い
た
城
を
拠
点
と

し
、
現
在
の
有
田
一
帯
を
統
治
し

た
、
領
主
兼
城
主
が
治
め
て
い
た

時
代
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
唐
船
城

を
拠
点
と
し
た
有
田
氏
の
治
世
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
れ
ま
で
細
分
化
さ

れ
て
い
た
有
田
の
所
領
が
一
体
的

に
経
営
さ
れ
た
は
じ
め
て
の
出
来

事
、
有
田
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

　

12
世
紀
後
半
の
平
安
時
代
末
期

に
松
浦
党
に
連
な
る
源
栄
（
さ
か

え
）
が
有
田
を
領
有
し
、
諸
説
あ

る
も
の
の
、
そ
の
象
徴
と
し
て
建

保
６
年
（
１
２
１
８
）
年
ま
で
に

山
谷
牧
の
唐
船
山
に
完
成
し
た
の

が
唐
船
城
で
あ
る
。
来
年
は
、
そ

れ
か
ら
８
０
０
年
。
つ
ま
り
、
有

田
の
地
が
今
日
の
よ
う
に
一
つ
と

し
て
ま
と
ま
っ
た
節
目
の
年
な
の

で
あ
る
。

　

現
在
こ
れ
を
記
念
し
、
有
田
町

で
は
先
人
の
偉
業
に
感
謝
し
、
関

連
遺
跡
を
整
備
し
、
唐
船
城
や
有

田
氏
の
知
名
度
を
高
め
て
、
観
光

を
は
じ
め
地
域
づ
く
り
に
生
か
す

た
め
の
事
業
の
計
画
を
予
定
し
て

い
る
。
町
民
の
方
々
も
こ
れ
を
契

機
と
し
て
、
ぜ
ひ
一
度
、
こ
の
地

域
の
風
土
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。（
有
田
町
教
育
委
員
会
学
芸

員
・
村
上
伸
之
）

◆
２
０
１
７
年
６
月
13
日

有田町

人口 男9,183人 女10,613人

有田のルーツ　唐船城の近景

伊万里市

人口 男26,204人 女28,405人

塚部伊万里市長から委任状を受
け取るキンタローさん（左）
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佐
賀
県
庁
の
最
上
階
で
は
、
毎
日
、

夜
景
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

「
星
空
の
す
い
ぞ
く
か
ん
」
を
上
映
し

て
い
ま
す
。
窓
ガ
ラ
ス
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
、
佐
賀
の
夜
景
を
自
由
に
泳
ぎ
回
る

魚
た
ち
を
見
て
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

人
の
動
き
に
反
応
し
、
魚
の
ト
ン
ネ
ル

が
現
れ
た
り
、
窓
に
触
れ
る
と
魚
た
ち

が
集
ま
っ
て
き
た
り
と
い
っ
た
作
品
も

あ
り
、
幻
想
的
な
す
い
ぞ
く
か
ん
を
体

験
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
こ

と
間
違
い
な
し
。
ぜ
ひ
、
一
度
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　
「
さ
が
ご
こ
ち
」
で
は
、
佐
賀
に

ゆ
か
り
の
あ
る
一
流
の
ク
リ
エ
ー

タ
ー
の
方
な
ど
が
、
ご
自
身
の
原
点

と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
・
佐
賀
」
の

土
地
や
食
、
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
10
名
の
コ
ラ
ム
を
読
む
こ

と
が
で
き
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
に
影
響
を
与
え
た
「
佐
賀
県
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
賀
県
内
で
地
域
活
動
等

を
行
っ
て
い
る
方
々
の
目
線
で
書
か

れ
た
コ
ラ
ム
も
掲
載
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
佐
賀
県

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
新
た
な
佐

賀
を
ぜ
ひ
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
県
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ー
ト
県
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
星
空
の
す
い
ぞ
く
か
ん
」

「
星
空
の
す
い
ぞ
く
か
ん
」

佐
賀
を
五
感
で
感
じ
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン

佐
賀
を
五
感
で
感
じ
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン

「
さ
が
ご
こ
ち
」

「
さ
が
ご
こ
ち
」

≪
上
映
時
間
≫

　
【
10
月
～
3
月
ま
で
】
18
時
半
～
22
時
ま
で

　
【
平
成
30
年
4
月
以
降
】
20
時
～
22
時
ま
で

≪
入
場
料
≫　

無
料

　
（
注
）
日
祝
日
は
21
時
ま
で

　
（
注
）
ご
来
庁
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

≪
お
問
い
合
わ
せ
≫　

佐
賀
県
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

０
９
５
２
ー
２
５
ー
７
３
８
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝　

０
９
５
２
ー
２
４
ー
２
１
１
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ー
ル　

ka
n
ko

u
@

p
re

f.sa
g
a
.lg

.jp

≪
お
問
い
合
わ
せ
≫

　

佐
賀
県
観
光
課

　

電
話 

０
９
５
２
ー
２
５
ー
７
３
８
６

さ
が
ご
こ
ち

検 

索
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新　規　入　会　者 （平成28年8月以降入会分）
氏　　　名 出　身　地 勤　　務　　先 紹　介　者

小 栁 健 兒 神 埼 市 ダイヤ技建㈱　社長 栗山　様
荒 　 川 　 彰 太 郎 ㈱クレイン　社長 永瀬　理事
神 原 玄 晃 基 山 町 大興善寺　副住職 小島　理事
箱 嶋 次 雄 佐 賀 市 ㈱安井建築設計事務所　九州事務所長 小島　理事
藤 瀬 智 代 佐 賀 市 JR九州住宅㈱ 清村　常任
古 池 光 則 嬉 野 市 ANAクラウンプラザホテル福岡 林谷　常任
若 林 利 道 神 埼 市 ANAクラウンプラザホテル福岡 林谷　常任
古 賀 裕 紹 多 久 市 ㈱スマイル・ラボ　取締役 林谷　常任
田 中 丸 　 善 　 亮 小 城 市 ㈱佐賀玉屋　相談役
渋 谷 栄 城 佐 賀 市 松尾建設㈱福岡支店　理事支店長 竹下　正敏　様
勝 木 龍 巳 唐 津 市 ㈱セイワ地研　経理部次長 鶴　常任
西 澤 春 佳 唐 津 市 西日本新聞社　広告営業部 田中　陽一　様
田 中 詩 織 佐 賀 市 ㈱西日本新聞広告社 田中　陽一　様
野 口 　 潤 佐 賀 市 ㈱永池　福岡支社主任 於保　理事
川 﨑 順 子 小 城 市 クールカレアン 長井　理事
宮 副 勝 彦 佐 賀 市 水田　代表
木 下 雅 晴 み や き 町 S&A不動産管理㈱　社長 中山　健吾　様
古 賀 洋 明 佐 賀 市 ㈱永池　常務取締役　福岡支店長 於保　理事
大 澤 　 弘 唐 津 市 NPO法人ｸﾛｽｶﾙﾁｬｰｺﾐｭﾆﾃｨ福岡　理事長 嘉村　理事
大 島 直 也 佐 賀 市 ㈱中西製作所　係長 江口　英昭　様
荒 谷 真 志 佐 賀 市 ㈱マベック　部長 於保　理事
慈 道 裕 治 基 山 町 ㈻東明館学園　理事長 小島　理事
田 篭 正 廣 佐 賀 市 ㈲熊の川温泉ちどりの湯　社長 於保　理事
伊 藤 常 文 佐 賀 市 ㈱マベック　社長 於保　理事
水 口 寛 也 鹿 島 市 ㈱シー・エフ・ビー　取締役顧問 梅崎　様
樋 口 和 光 武 雄 市 九州電力㈱　人材活性化本部副本部長 長野　様
林 　 　 　 九 州 男 武 雄 市 九州電力労働組合　副執行委員長 長野　様
堤 　 久 茂 唐 津 市 ㈱ライオン事務器福岡支店　支店長 眞﨑　剛　様
太 田 兼 男 佐 賀 市 ㈱電興社　常務
堤 　 雄 亮 佐 賀 市 ㈱電興社　社長
川 本 明 美 佐 賀 市 シャインプラス（合）　代表
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福岡市佐賀県人会 検 索
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「お客さまとともに、
　地域の未来を創造する銀行」を
　　　　　　　　　　　目指して
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　地域の未来を創造する銀行」を
　　　　　　　　　　　目指して
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